
現
地
の
み
な
さ
ん
は
、
半
世
紀

近
い
反
対
運
動
の
末
に
、
国
の
意

向
で
ダ
ム
建
設
を
受
け
入
れ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
元
住
民
の
は
か
り
し
れ
な
い

苦
悩
を
、
政
府
は
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
る
べ
き
で
す
。
住
民
の
理

解
や
合
意
の
な
い
ま
ま
、
一
方
的

に
結
論
を
押
し
付
け
る
よ
う
な
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
住
民

参
加
の
も
と
に
、
ダ
ム
建
設
中
止

後
の
生
活
再

建
、
地
域
振

興
策
を
国
の

責
任
で
す
す

め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
公
共
事

業
を
中
止
し
た
場
合
の
地
域

再
建
の
た
め
の
法
律
（
生
活

再
建
法
）
を
制
定
す
る
よ
う

提
案
し
て
い
ま
す
。

新政権は、群馬県の八ッ場（やんば）ダム建設中止を明らかにしました。 このダ
ムは、５７年前に計画されたもので、この間、千葉県も建設費等を負担しています。

「ムダ遣い」はやめてほしい、との国民の願いに応え、ダム建設は中止し、地元
住民の合意、理解のもとに生活再建を急ぐべきです。

八
ッ
場
ダ
ム
が
な
い
と
水
不
足
で
困

る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
千
葉
県
は
、

将
来
、
必
要
と
な
る
一
日
あ
た
り
の
水

量
（
需
要
量
）
よ
り
も
多
い
水
を
す
で

に
確
保
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
カ
ス
リ
ー
ン
」
台
風
（
１

９
４
７
年
）
並
み
の
洪
水
に
備
え
る
と

言
い
ま
す
が
、
昨
年
６
月
、
国
交
省
自

ら
八
ッ
場

ダ
ム
に
治

水
効
果
は

な
い
こ
と

を
認
め
て

い
ま
す
。

利
水
上

も
、
治
水

上
も
必
要
の
な
い
ダ
ム
で
す
。

八
ッ
場
ダ
ム
建
設
の
総
事
業
費
は
４

６
０
０
億
円
。
金
利
や
関
連
事
業
費
を

含
め
る
と
９
０
０
０
億
円
に
も
な
り
、

千
葉
県
の
負
担
は
７
６
０
億
円
で
す
。

「
も
う
７
割
も
で
き
て
い
る
」
「
い

ま
さ
ら
中
止
し
た
ら
、
か
え
っ
て
高
く

つ
く
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
す
が
、
本

当
で
し
ょ
う
か
。

す
で
に
総
事
業
費
４
６
０
０
億
円
の

う
ち
７
割
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
の
工
事
進
捗
率
（
２
０
０
８
年
度
末
）

を
み
る
と
、
国
道
は
６
％
、
県
道
２
％
、

鉄
道
75
％
、
代
替
地
10
％
で
す
。
ダ
ム

本
体
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

今
後
、
ダ
ム
周
辺
に
あ
る
22
か
所
も

の
地
す
べ
り
対
策
や
吾
妻
川
か
ら
取
水

し
て
い
る
東
電
へ
の
減
電
補
償
も
加
え

る
と
、
さ
ら
に
二
千
数
百
億
円
も
か
か

る
見
込
み
で
す
。

一
方
、
中
止
し
た
場
合
の
地
元
生
活

関
連
事
業
や
千
葉
県
な
ど
へ
の
返
還
金

は
、
合
わ
せ
て
千
七
百
億
円
程
度
。
中

止
し
た
方
が
安
上
が
り
で
す
。

千
葉
県
に
返
還
さ
れ
た
お

金
は
、
暮
ら
し
や
福
祉
の
貴

重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
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